
子

場
合
に
お
け
る
居
間
条
第
四
項
」
と
す
る
。

8 

正
当
な
理
由
が
な
く
て
出
租
税
特
別
措
鍵
法
第
七
十
条
の
三
の
ニ
第
三
項
の
規
定
む
よ
る
陪
現
に
規
定
す
る
修
正
申
告
書

を
そ
の
擁
器
棚
期
限
〈
平
成
一
一
十
二
年
六
月
一
自
以
後
に
郵
楽
す
る
も
の
に
摺
る
。
)
ま
で
M
L
提
出
し
な
か
っ
た
者
に
対
す
る

新
租
税
特
知
識
欝
法
第
七
十
条
の
十
一
一
一
の
規
定
の
瀦
鶏
に
つ
い
て
は
、
開
条
中
「
又
拭
第
七
十
条
の
一
…
一
第
四
織
ハ
い
と
あ
る
の

斗
品
、

っ
第
七
十
識
の
一
一
一
第
四
項
又
は
所
得
説
法
等
の
‘
部
を
敢
正
す
る
法
律
〈
平
成
ニ
十
一
一
年
法
律
第

間
対
〉
脳
間
期

第
百
二
十
密
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
揺
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
舎
に
お
け
る
同
法
第
十
八
条
の
規
定
に
よ

る
設
正

の
範
税
特
別
措
置
法
第
七
十
条
の
三
の
二
第
三
項
」
と
す
る
。

9 

正
当
な
理
由
が
な
く
て
所
得
税
法
等
の
一
部
を
放
正
す
る
法
律
〈
平
成
一
一
十
一
年
法
律
第
十
一
ニ
号
)
第
五
条
の
規
定
立
よ

る
改
正
鵠
の
総
税
特
別
措
胤
限
法
鵠
七
十
条
の
一
一
一
の
…
一
一
筋
直
積
又
は
第
七
十
条
の
…
一
一
の
部
第
一
一
一
環
の
規
定
に
よ
る
こ
れ
ら
の
親

定
に
規
定
す
る
修
正
申
告
書
を
そ
の
提
出
期
鶴
間
〈
平
成
一
一
十
二
年
六
月
一
自
以
後
に
到
来
す
る
も
の
に
殿
る
。
〉
ま
で
に
雛

告
し
な
か
っ
た
者
に
対
す
る
新
租
税
特
別
捻
震
法
第
七
十
条
の
十
三
の
擢
定
の
瀧
患
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
又
誌
第
七
十

条
の
三
第
四
項
」
と
あ
る
の
は
、

「
、
第
七
十
条
の
三
第
四
項
又
は
所
得
制
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
(
平
成
二
十
一

年
法
律
第
十
…
…
一
号
)
附
則
第
六
十
凶
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
誌
の
鰐
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
罰
法

六
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第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正

の
麓
税
特
判
例
措
讃
法
第
七
十
条
の
三
の
三
第
五
寝
若
し
く
は
第
七
十
条
の
一
一
一
の
内
第
一
一
一
項
」

と
す
る
。

〈
聾
鋸
免
許
税
の
特
併
に
関
す
る
経
過
撞
機
〉

筋
商
工
十
五
条

問
桟
税
特
問
機
器
法
鱗
七
十
六
条
第
一
一
唄
に
規
定
す
る
繰
地
保
有
合
組
ル
知
事
難
を
行
う
法
人
が
、
路
行
日
前

に
間
前
例
じ
規
定
す
る
機
刷
用
地
の
繋
入
れ
を
し
た
櫛
合
に
お
け
る
当
該
農
用
地
の
所
有
権
の
移
転
の
登
記
に
係
る
議
録
免
許
税

に
つ
い
て
は
、

な
お
従
齢
の

よ
る
。

日

旧
租
税
特
出
措
援
法
第
七
十
六
条
第
一
一
事
に
規
定
す
る
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
事
業
を
行
う
法
人
が
、
路
行

B
前
に
問
項

の
農
用
地
の
質
入
れ
を
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
農
用
地
の
所
有
権
の
移
転
の
登
記
に
係
る
登
畿
免
許
税
に
つ
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

3 

漁
業
協
同
組
合
が
、
施
苛
自
詰
に
信
懇
税
韓
民
謡
置
法
第
七
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
権
利
義
務
の
承
継
を
し
た
場
合

に
お
け
る
当
該
承
継
に
揺
る
不
動
産
又

の
権
利
の
移
転
の
登
記
に
係
る
登
鵠
免
許
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
詑
訴
の
例

に
よ
る
。

4 

新
組
税
特
別
措
置
法
第
八
十
条
第
一
壊
の
規
定
は
、
施
行
自
以
後
に
問
現
に
規
定
す
る
認
定
が
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
持

O 

O 



r一、

( 

現
第
一
号
か
ら
第
一
一
一
号
ま
で
に
掲
げ
a

る
事
項
に
つ
い
て
の
登
記
に
係
る
議
綜
免
許
税
に
つ
い
て
滴
用
し
、
擁
行
呂
読
に
信
組

税
特
別
措
糠
油
第
八
十
条
第
一
一
頃
に
規
定
す
る
認
規
が
さ
れ
た
犠
舎
に
お
け
る
開
明
第
一
口
汚
か
ら
第
五
号
ま
で
に
議
、
げ
る
事

噴
に
つ
い
て
の
登
記
に
探
る
議
鯨
免
許
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
畿
の
剖
に
よ
る
。

5 

施
行
自
前

ι信
組
税
特
別
措
震
措
第
八
十
条
第
一
一
項
に
嬬
定
す
る
決
定
が
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
開
条
第
一
理
第
一
考
に

掲
げ
，
る
事
項
に
つ

て
の
登
記
に
係
る
登
録
免
許
税
に
つ
い
て
誌
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

6 

農
林
中
央
金
庫
が
、
蕗
行
E
前
に
田
租
税
特
別
措
置
法
第
八
十
条
の
一
一
一
第
一
項
に
規
定
す
る
事
業
譲
護
に
よ
り
不
動
産
に

関
す
る
権
利
を
取
得
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
不
動
産
の
抵
当
権
の
移
転
の
登
記
に
係
る
登
銀
免
許
説
に
つ
い
て
辻
、
な
お

礎
前
の
抑
制
に
よ
る
。

7 

mm程
税
特
別
議
饗
法
第
八
十
条
の
一
一
一
第
一
一
現
に
続
殺
す
る
特
定
農
業
協
調
組
合
が
、
施
計
日
鵠
に
部
門
現
に
漉
定
、
ず
る
合
併

に
よ
り
不
動
麓
に
側
附
す
る
緩
和
そ
取
得
し
た
場
合
に
お
け
る
潜
識
不
動
離
の
機
利
の
移
献
の
議
認
に
保
る
議
縁
免
許
税
む
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
制
約
に
よ
る
。

8 

新
制
租
税
特
民
議
霊
法
第
八
十
三
条
の
二
第
一
事
の
揺
定
誌
、
議
行
呂
以
後
に
問
項
に
規
定
す
る
特
定
自
的
会
社
が
間
寝
に

規
定
す
る
倉
庫
等
以
外
の
不
動
産
の
所
有
権
を
取
得
す
る
場
合
又
は
指
名
金
銭
債
権
を
取
得
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
不
動

六
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産
の
所
有
権
又
は
当
該
指
名
金
銭
債
権
の
取
得
に
伴
う
不
動
産
の
権
利
の
移
転
の
登
記
に
係
る
登
録
免
許
税
に
つ
い
て
適
用

し
、
撞
行

R
前
に
氾
租
税
特
別
措
置
法
第
八
十
三
一
条
の
三
第
一
一
泊
司
/
に
規
定
す
る
特
定
自
詩
会
社
が
翠
得
し
た
同
項
に
規
定
す

る
特
定
不
動
産
で
問
項
第
三
号
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
も
の
又
泣
指
名
金
銭
警
護
を
敦
得
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
特
定

不
動
産
又
は
指
名
金
銭
債
権
の
取
得
に
伴
う
不
動
産
の
権
利
の
移
較
の
登
記
に
係
る
登
器
免
許
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前

の

に
よ
る
。

9 

新
経
税
韓
関
措
鏑
法
第
八
卜
今
一
一
条
の
一
一
慎
一
一
日
明
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
向
績
に
議
定
す
る
借
説
会
社
等
が
出
現
に
規

定
す
る
禽
庫
等
収
外
の
不
動
肢
の
所
有
権
を
取
得
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
不
動
産
の
所
有
擦
の
移
献
の
綾
部
に
係
る
撃
練

免
許
税
に
つ
い
て
適
用
レ
、
施
行
目
前
に
旧
粗
税
特
別
措
髄
法
第
八
ふ
i

一
一
一
条
の
一
一
一
第
一
…
瑛
詑
様
定
ず
る
鵠
説
会
社
等
が
陪
磯

に
規
定
す
る
不
動
療
の
隣
有
機
品
化
取
得
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
不
動
産
の
所
有
織
の
静
粧
の
懇
諾
む
係
る
盤
錦
免
許
税
は

つ
い
て
は
、
な
お
指
輪
の
釧
に
よ
る
。

新
理
税
特
別
加
措
置
法
第
八
十
一
一
一
条
の
ご
燐
一
一
一
項
の
規
窓
は
、
施
行
円
以
後
に
同
現
に
規
定
す
る
投
資
法
人
が
同
項
に
鑑
定

ず
る
金
庫
等
以
外
の
不
動
産
の
所
有
権
を
取
得
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
不
動
産
の
所
有
権
の
移
転
お
登
記
に
係
る
登
録
免

許
税
む
つ
い
て
漉
潟
し
、
擁
行
目
前
に
旧
制
税
特
別
措
置
法
第
八
十
三
条
の
一
一
一
第
一
一
一
項
に
規
定
す
る
投
資
法
人
が
問
項
に
規

C 
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定
す
る
不
動
産
の
所
有
権
を
取
得
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
不
動
産
の
所
有
権
の
移
転
の
登
記
に
係
る
登
録
免
許
韓
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
捕
の
倒
的
に
よ
る
。

11 

間
相
税
特
別
措
譲
治
第
八
十
一
一
一
条
の
聞
に
規
定
す
る
殺
客
鉄
議
事
業
者
で
あ
っ
て
際
条
に
想
定
す
る
鉄
道
…
事
業
…
待
機
簸
実

施
計
聞
に
つ
い
て
擁
行
自
前
に
開
条
に
地
定
ず
る
題
土
一
交
通
大
間
の
認
定
を
受
け
た
者
が
当
該
鉄
道
事
業
時
鱗
鱗
実
誠
一
一
計
一
献

に
基
づ
い
て
判
例
条
む
規
定
す
る
特
定
鉄
道
擁
設
の
零
得
を
し
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
利
関
条
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
カ
を
有

す
る
。

〈
酒
税
の
特
例
に
関
す
る
経
過
措
置
〉

第
官
一
一
十
六
条

こ
の
附
部
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
も
め
を
徐
ぎ
、
施
行
自
鵠
M
L

課
し
た
も

又
は
課
す
べ
き
で
あ
っ
た
諮
税
立

つ
い
て
は
、

な
お
従
揺
の
例
に
よ
る
。

問
題
税
特
別
例
措
置
法
第
八
十
七
条
の
六
第
一
環
に
競
定
ず
る
ピ

i
ル
の
製
議
免
許
を
受
け
た
者
が
、
当
該
製
造
免
許
を
受

2 
け
た
白
か
ら
五
年
を
経
過
す
る
日
の
属
す
る
丹
の
末
自
ま
で
の
聞
に
癌
類
の
製
造
場
か
ら
移
出
す
る
同
項
に
規
定
す
る
ピ
!

ル
に
係
る
語
貌
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
訴
の
棋
に
よ
る
。

〈
た
ば
こ
税
の
税
率
の
特
例
に
閲
す
る
経
過
語
畿
)

六
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第
百
二
十
七
条

こ
の
附
則
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
第
十
八
条
の
規
定
〈
穣
税
特
別
撞
量
法
第
八
十
八
条
の
二

第
一
項
の
改
正
規
定
〈
「
平
成
二
十
二
年
三
月
一
一
一

く
。
)
に
限
る
。
)
の
施
行
前
に
課
し
た
、
又
は
諜
す
べ
き
で
あ
っ
た
た
誌
こ
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

一
一
討
」
を
「
平
成
ニ

一
二
年
三
月
三
十
一
臣
」
に
改
め
る
部
分
を
除

(
揮
発
油
税
及
び
地
方
揮
発
油
税
の
特
例
に
関
す
る
経
過
措
量
)

第
百
二
十
八
条

施
行
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
五
月
三
十
一
日
は
ま
で
の
聞
に
お
け
る
z

新
租
税
特
部
措
置
法
第
八
十
九
条
第
十
七

壌
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
表
第
八
十
九
条
の
凶
第
一
一
墳
の
寝
中
吋
第
八
十
九
条
の
西
第
四
項
」
と
あ
る
の
は

「
所
持
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
樟
(
平
成
ニ
十
二
年
法
律
第

号
〉
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
租
税

v

特
制
措
脇
陣
法
第
八
十
九
条
の
四
第
二
噴
い
と
、
問
表
第
九
十
条
の
ニ
第
.
壌
の
壌
市
T

吋
第
九
十
条
の
二
第
四
項
」
と
あ
る
の

は
「
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
〈
平
成
二
十
一
一
年
法
律
第

税
特
別
措
鑑
法
第
九
十
条
の
一
一
第
二
明
い
と
す
る
。

間
一
勺
〉
欝
十
八
条
の
螺
援
に
よ
る
故
正
前
の
組

2 

誠
行
自
か
ら
平
成
二
十
二
年
双
月
一
一
一
十
…
日
ま
で
の
聞
に
新
租
税
特
別
措
機
法
第
八
十
九
条
第
二
十
五
璃
又
は
第
一
一
十
七

現
第
一
号
の
議
反
行
為
が
あ
っ
た
と
ぢ
の
開
条
第
二
十
班
明
か
ら
第
二
十
七
頃
ま
で
の
規
定
の
適
用
む
つ
い
て
は
、
開
条
第

二
十
双
現
中
「
十
年
以
下
の
慾
役
若
し
く
は
凶
万
円
以
下
の
罰
金
」
と
あ
る
の
は
「
五
年
以
下
の
整
役
若
し
く
は
五

万
円

O 

C 
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以
下
の
翻
金
い
と
、
同
条
第
一
一
十
六
慣
例
中
「
部
方

と
あ
る
の
は
「
双
十
万
円
」
と
、
問
条
鱗
一
一
十
七
寝
中
二
年
以
下

の
強
役
又
司
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
」
と
あ
る
の
は
「
十
万
円
以
下
の
翻
金
又
は
科
料
」
と
す
る
。

〈
航
空
機
黙
料
税
の
特
例
に
関
す
る
経
過
措
罷
〉

又
は
課
す
べ
き
で
あ
っ
た
航
空
機
燃
料
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
百
二
十
九
条

施
行
目
前
に
課
し
た
、

(
自
動
車
重
量
税
の
特
例
に
関
す
る
経
過
接
選
)

第
吉
一
二
十
条
新
租
税
特
別
措
置
法
第
九
十
条
の
十
二
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
施
行
E
以
後
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
規

定
す
る
自
動
車
検
査
証
の
交
討
等
を
受
け
る
検
査
自
動
車
に
係
る
自
動
車
重
量
税
に
つ
い
て
遠
足
し
、
接
行
目
前
に

租
税

特
別
措
鑑
法
第
九
十
条
の
十
一
一
第
工
事
及
、
び
第
三
壌
に
規
定
す
る
自
動
車
検
査
証
の
交
討
等
を
受
け
た
検
査
自
動
車
に
係
る

自
動
車
讃
一
盛
一
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
提
舗
の
拘
に
よ
る
。

〈
阪
神
・
淡
路
大
幾
災
の
被
災
者
等
む
mm
る
関
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
〉

第
百
一
一
一
十
一
条

阪
神
・
淡
路
大
幾
災
の
被
災
者
等
に
保
る
関
税
関
係
法
律
の
繍
時
特
例
に
関
す
る
法
律
〈
平
成
七
年
法
律
第

十
一
号
〉
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
第
一
項
中
「
租
税
持
別
措
鍔
法
第
一
一
十
九
条
第
一
一
明
に
規
定
す
る
給
与
所
得
者
等
」
を
「
所
得
税
法
第
一
一
十
八

六
五
七
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五
八

条
第
一
項
に
規
定
す
る
給
与
等
又
は
同
法
第
三
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
退
職
手
当
等
の
支
払
を
受
け
る
居
住
者
で
、

そ
の

給
与
等
又
は
退
職
手
当
等
の
支
払
を
す
る
者
(
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「
使
用
者
」
と
い
う
。
)

の
法
人
税
法
第
二
条
第
十

五
号
に
規
定
す
る
役
員
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
者
に
該
当
し
な
い
も
の
」
に
、

「
同
法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
使

用
者
(
同
条
第
三
項
目
」

を

「
使
用
者
(
勤
労
者
財
産
形
成
促
進
法
第
九
条
第
一
項
」
に
、

「
同
条
第
一
項
又
は
第
三
項
」

を

「
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
(
平
成
二
十
二
年
法
律
第

号
。
次
項
に
お
い
て

「
平
成
二
十
二
年
改
正

法
」
と
い
う
。
)
附
則
第
五
十
八
条
第
こ
項
又
は
第
六
項
L

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
二
十
九
条
第
二
項
」

条
第
一
項
」
に
、

を
「
第
八

「
同
項
又
は
同
条
第
三
項
」

を
「
平
成
二
十
二
年
改
正
法
附
則
第
五
十
八
条
第
四
項
又
は
第
六
項
」
に
改

め
る
。

(
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
被
災
者
等
に
係
る
国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
)

第
百
三
十
二
条

前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
被
災
者
等
に
係
る
国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関

す
る
法
律
(
次
項
に
お
い
て

「
新
震
災
特
例
法
」
と
い
う
。
)
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
は
、

同
項
に
規
定
す
る
被
災
給
与

所
得
者
等
(
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

息
又
は
低
い
金
利
に
よ
る
利
息
で
受
け
た
場
合
に
お
け
る
同
項
に
規
定
す
る
経
済
的
利
益
で
平
成
二
十
三
年
一
月
一
日
以
後

「
被
災
給
与
所
得
者
等
」
と
い
う
。
)
が
、
同
項
に
規
定
す
る
資
金
の
貸
付
け
を
無
利

O 

O 



℃ 

〔

の
期
間
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
適
用
し
、
被
災
給
与
所
得
者
等
が
前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
被

災
者
等
に
係
る
国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
(
次
項
に
お
い
て

「
旧
震
災
特
例
法
」
と
い
う
。
)
第
十
一
条

第
一
項
に
規
定
す
る
資
金
の
貸
付
け
を
無
利
息
又
は
低
い
金
利
に
よ
る
利
息
で
受
け
た
場
合
に
お
け
る
同
項
に
規
定
す
る
経

済
的
利
益
で
同
日
前
の
期
間
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

2 

新
震
災
特
例
法
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
は
、
被
災
給
与
所
得
者
等
が
、
同
項
に
規
定
す
る
利
子
で
平
成
二
十
三
年
一
月

一
呂
以
後
に
支
払
う
べ
き
も
の
に
充
て
る
た
め
そ
の
全
部
又
は
一
部
に
相
当
す
る
金
額
を
同
項
に
規
定
す
る
使
用
者
等
か
ら

使
用
人
で
あ
る
地
位
に
基
づ
い
て
支
払
を
受
け
る
場
合
に
お
け
る
同
項
に
規
定
す
る
そ
の
支
払
を
受
け
た
金
額
に
つ
い
て
適

用
し
、
被
災
給
与
所
得
者
等
が
、
旧
震
災
特
例
法
第
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
利
子
で
同
日
前
に
支
払
う
べ
き
も
の
に
充

て
る
た
め
そ
の
全
部
又
は
一
部
に
相
当
す
る
金
額
を
同
項
に
規
定
す
る
使
用
者
等
か
ら
使
用
人
で
あ
る
地
位
に
基
づ
い
て
支

払
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
同
項
に
規
定
す
る
そ
の
支
払
を
受
け
た
金
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

(
法
人
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
)

第
百
三
十
三
条

法
人
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
(
平
成
十
四
年
法
律
第
七
十
九
号
)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る

六
五
九
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間
関
第
八
条
第
一
項
中
コ
第
五
環
に
お
い
て
同
じ
」
を
削
り
、

っ
以
下
こ
の
条
い
を
コ
以
下
こ
の
理
及
、
び
次
項
」

立
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
、
現
続
出
資
又
は
事
後
設
立
」
を
「
又
泣
現
物
出
資
」
に
、

「
、
被
現
物
出
資
法
人
又
は
被
事

後
設
立
法
人
を
」
を
「
又
は
被
現
物
出
資
法
人
を
」
に
改
め
、
再
選
同
第
二
号
を
削
り
、
問
項
第
三
号
中
「
分
社
型
分
割
等
」

を
「
分
割
又
は
現
物
出
闘
い
に
、

「
、
被
現
物
出
資
法
人
又
は
披
事
後
設
立
法
人
」
を
「
又
は
被
現
物
出
資
法
人
」
に
改

め
、
同
時
を
問
項
第
一
一
号
と
す
る
の

〈
法
人
税
法
等
の
一
部
を
改
革
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
鱗
遇
措
縫
〉

第
吉
一
二
十
四
条

前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
畿
の
法
人
税
法
等
の
一
蔀
を
改
正
す
る
法
律
附
期
第
八
条
第
五
寝
の
堀
定
は
、

関

市
明
記
揖
定
す
る
法
人
が
平
成
二
十
二
年
十
月
一
日
以
後
に
行
う
八
万
語
に
つ
い
て
適
用
し
、
前
条
の
規
定
立
よ
る
改
正
前
の
法

人
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
階
部
第
八
条
第
五
唄
に
規
定
す
る
法
人
が
同
目
前
に
狩
っ
た
分
翻
及
び
事
後
設
立
(
十

月
間
法
人
税
法
第
一
一
条
第
十
一
一
号
の
ふ
ハ
に
規
定
す
る
事
後
設
立
後
い
ゆ
え
)
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〈
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
革
す
る
法
律
の
一
部
改
正
)

第
百
三
十
五
条

所
持
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
(
平
或
十
五
年
法
樟
第
八
号
〉

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
定
す
る
。

附
則
第
九
十
七
条
第
二
項
中
「
再
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
」
を
「
同
条
第
三
項
中
「
第
六
十
八
条
の
五
十
一

O 
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ぐ

第
…
項
」
と
あ
る
の
は
「
旧
法
第
六
十
八
条
の
五
十
一
第
一
項
」
と
、

「
合
併
併
又
は
分
譲
型
一
分
譲
」
と
あ
る
の
は
「
合
併
」

と
、
自
問
項
第
一
号
中
「
、
適
格
現
物
出
資
又
は
適
格
事
後
設
立
」
と
あ
る
の
は
「
又
泣
遥
格
現
物
出
資
」
と
、
同
項
第
二
号

中
「
場
合
又
は
分
蔀
型
分
霊
に
よ
り
無
償
補
修
の
全
部
又
は
一
部
を
一
行
わ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
場
合
」
と
あ
る
の
は
「
場

ム
ロ
」
と
、

「
金
額
又
は
そ
の
分
割
型
分
割
直
前
に
お
け
る
当
該
無
槙
補
修
に
係
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
準
備
金
の
金
額
の
う
ち
そ

の
行
わ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
無
韻
補
接
に
係
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
穣
〈
当
競
分
割
製

分
割
に
よ
り
当
該
無
援
護
舘
の
全
部
を
行
わ
な
い
と
と
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
分
裂
聖
一
分
諮
掠
読
に
お
け
る
ブ
ロ
グ
ラ

ム
等
準
鑓
金
の
金
額
〉
い
と
あ
る
の
拭
叶
金
額
い
と
、
問
条
第
四
項
及
、
口
第
五
議
ハ
」
に
攻
め
る
。

附
期
幾
百
十
六
条
繁
一
一
環
中
「
と
、
開
条
第
七
明
い
そ
「
と
、

ぷ
口
併
又
は
分
制
的
盟
分
鶴
い
と
あ
る
の
地
ぷ
ね
併
怖
い
と
、

問
現
第
三
行
中
「
、
適
格
現
物
出
資
又
は
適
格
事
後
設
立
」
と
あ
る
の
は
「
又
は
適
格
現
物
出
資
」
と
、
問
項
第
一
一
時
中

「
場
合
又
は
分
割
型
一
分
割
〈
そ
の
分
都
捌
分
離
の
日
が
連
結
親
法
人
事
業
年
度
出
開
始
の
自
で
お
る
場
合
の
当
該
分
割
型
分
割

に
限
る
?
〉
に
よ
り
懇
幾
議
駒
郡
の
全
部
文
は
一
部
を
行
わ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
場
合
い
と
あ
る
の
は
「
場
合
」
と
、

「
金
額

又
は
そ
の
分
割
裂
分
割
直
誌
に
お
け
る
当
該
無
償
補
修
に
係
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
準
嬬
金
の
金
譲
の
う
ち
そ
の
行
わ
な
い
こ
と

と
な
っ
た
無
鑑
識
修
に
係
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
(
当
該
分
裂
聖
分
暫
に
よ
り
当
該

キハキハ
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無
機
補
修
の
全
部
を
行
わ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
潟
舎
に
域
、

そ
の
分
割
強
分
割
蹴
前
に
お
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
泊
中
犠
金
の
金

額
〕
」
と
あ
る
の
は
「
金
毅
い
と
、

持
現
第
三
間
守
中
「
鴻
泌
総
子
法
人
の
解
散
に
あ
っ
て
は
そ
の
解
散
の
日
」
と
あ
る
の
は

項
」
に
、

「
連
結
子
法
人
の
破
藤
手
続
撰
姶
の
決
定
に
よ
る
解
散
に
あ
っ
て
は
そ
の
破
産
手
統
開
始
の
決
定
の
悶
い
と
、
開
条
第
七

「
連
絡
分
割
裂
分
割
(
そ
の
適
格
分
割
型
分
部
の
お
が
そ
の
連
結
続

「
適
格
分
割
型
分
割
に
」

「と、

「
第
五
十
七
条
第
九
寝
」
を
「
と
、

法
人
事
'
業
年
震
開
始
の
日
で
あ
る
場
舎
の
当
該
選
格
分
割
型
分
割
に
限
る
α

)

に
い
と
あ
る
の
は

と

「
第
五
十
七
条
第
九
項
」
に
改
め
る
。

第
百
三
十
六
条

一
所
得
税
誌
等
の
一
部
を
改
正
す
る
誌
律
(
平
成
十
七
年
法
律
第
一
一
十
一
号
)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る。
鶴
間
第
三
十
四
条
第
二
寝
中
「
第
五
十
六
条
の
規
定
」
を

同
嘆
の
表
第
一
項
第
二
号
の
壌
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

「
第
五
十
六
条
(
第
十
八
項
及
、
び
第
十
九
項
に
係
る
部
分
を
除

く
。
)

の
規
定
」
に
改
め
、

号第

現
第

一
}L 
、

選

現格

務資出

又
は

後善事
設

又
iま

適格現物

出
資

時
間
第
三
十
路
条
第
二
描
恨
の
表
第
一
穂
第
三
号
の
墳
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

O 

O 
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第

項

i口L 
割分 除く

併
文 型

。

}ま 分割 ) 文
当
i~ をは

割分 除く 割分

型 型

割分 )に 分割

より 適( 

格

メ併ロL 除
く。
、-'

よ
り

附
則
第
三
十
四
条
第
二
項
の
表
第
三
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
項
中
「
第
八
項
」

を

「
第
五
項
」

に
改
め
、

同
項
の
次
に
次

の
よ
う
に
加
え
る
。

第第 子Eコゴ 第 第
八七 イ

ム ム

/、 /、

項項 項 項

及び
第

第 i口L i口L i口L 1L 
、
第

ー」

併法
併 イ井 適

ム

/、 /、

十 文 文 格 十
八 人 }ま }ま 現 八
条 文

分割 分割
物 条

の }ま 出 の
四
分割
型 型 資 四

十
分割 分割

文 十
七 承 }ま 七
第
継法

の 適 第

一 日 格
項 人 事 項

後
-匝y又u 

|日 i口L i口L i口L 文 |日
l 効
併法
併 併 }ま 効

力 の 適 力
措 人 日 格 措
置

現物
置

法 法
第 出 第
ー」

資
ム

/、 /、

十 十
八 八
条 条
の の
四 四
十 十
七 七
第 第

一
項 項

ムハムハ



六
六
四

第 第
十 十

項 項

適又は 適格分社

立 又適

法人 被現
は格

適 分社

事格 型
物
格事 型出

後 分割 資 後 分割
吾立日又/u 法 三立ロυT乱b 

人
適 又 適
格 は 格
現

被事
現

物 物
出 後 出
資 三ロ又'/U 資

適 又 適
格 は キ各

分割
被

分割
現物

又 又
は 出 は
適 資 適
格 法 格
現 人 現
物 物
出 出
資 資

附
則
第
三
十
四
条
第
二
項
の
表
第
十
八
項
の
項
及
び
第
十
九
項
の
項
を
削
る
。

附
則
第
四
十
八
条
第
二
項
中
「
第
六
十
八
条
の
四
十
七
の
規
定
」
を
「
第
六
十
八
条
の
四
十
七

(
第
八
項
(
第
四
号
に
係

る
部
分
に
限
る
。
)
、
第
十
七
項
及
び
第
十
八
項
に
係
る
部
分
を
除
く
。
)

の
規
定
」
に
改
め
、
同
項
の
表
第
一
項
の
項
を

次
の
よ
う
に
改
め
る
。

効有第規定おそすれ法五条の力るのさる同のをもと
第十号則第十全第項規n::附回よなのりと

第項第干条第項所得税法等部改手法律平成十七年法律のるにを

O 

O 



「

( 

に
よ
る
改
正
誌
の
程
税
特
別
措
置
法
〈
以
下
こ
の
条
に
お
い
一

て
「
際
結
カ
措
譲
法
い
と
い
う
。
)
第
五
十
六
条
第
二
壊
に
一

附
則
筋
四
十
八
条
第
一
一
演
の
渡
第
一
礁
の
瑛
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

号第

現第

立
、
第

連ー 五
務 十

現物
ム

/¥ 

条

資出
第

又
項策は

適 一
格事後
号

言受

又 i臼
は

議格

現物

禁出
第
1i. 
十
ー/i、A 
条
矯

一
鵠現

一

附
則
第
四
十
八
条
第
二
項
の
表
第
三
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
項
中
「
第
三
寝
か
ら
第
六
項
ま
で
」
を
「
第
一
環
第
二
号
及

び
第
一
ニ
項
か
ら
第
査
事
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第 第
ム ω/ふ、ω、
/¥ 

要
第

メ{ロ井~ ifL 3 
、

併 議
又 又 十
トま トま

2条お割分型 割分型

割分 割分
又 頃
トま

の 滴
B 

格事桂設

i詳ロL 併ロ
又 !日
3ま 効

の ;議
機力

討 格

現物 建法設

資出
鵠
五
十
ω/ふ、崎

条鰐

… 
明

六
六
五



O 

十第 号第 号
ー」

イノ¥

項 項
第

、
又適 の 連結

メ口入 限の人そ併合 以 メ併L 
4波 は格 併 る当事業 の 下

現物 格適 分社
解散 子 法 該 分割 に

γ 

丸一ー

の 法 人
分割 度年 型 分割

の あ
出 事型 日 人 又 条 つ
資
後設立 割分

の lま
号割 車詰型

て
法 解散 分割

lま
人 のの割分 そ
又 適 承 日日 の
}ま 格 あ 継 で カt に

被事
現 つ 法 そ あ 連 あ
物 て 人 れる親結 つ

後 出 lま ぞ場 て
吾R川又， 資 そ れ合法 lま

又 適 て 連 メ併口L 併メ口L 第十
メ口L 

}ま 格 は結 併
被

分割
そ子 t去

現 の 法 人 限 項 あ
物 又 破 人 る つ
出 }ま 産 の て
資 適 手破 lま
法 格 続産

、

人 現
始開 続手

そ
物 の
出
決の 始開

資
定 の
の 決
日 定

よ
る

解散

あ
つ

ムハムハ占ハ

O 



亡、

〔

議十

ム主よ

法
人

適格者

資出

適格分割

又
は

i格議

現物

資出

能
川
別
第
四
十
八
条
第
ニ
漢
の
表
第
十
三
項
の
績
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
α

第
十

項

部始 日 つ適 第
搬のがて格 五

分割日そは割分 十
での /-A¥ 4 

に あ 連親結そ ( 適
条

限る の 第

る メ場口』 適 格
←ー

。 法格割分 瑠

〉 の 人 分割型

に当霊度年 型
より 過按 分害せ 分割
務 に
分黙のあ

違 18 
格 効

分割
カ
議、
麓

よ
第法り
五
十
同/ふ、嶋

条
第

項

関
部
第
器
十
八
条
第
一
…
璃
の
表
第
十
七
項
の
璃
及
び
第
十
八
項
の
項
を
削
り
、
同
条
第
八
明
第
一
一
一
号
山
市
「
川
護
結
子
法
人
の

解
散
と
あ
っ
て
は
そ
の
解
散
の
日
」
を
「
連
結
子
法
人
の
破
産
手
続
開
始
の
決
定
に
よ
る
解
散
に
あ
っ
て
泣
そ
の
破
簸
手
続

語
絵
の
訣
定
の
自
」
に
改
め
る
。

六
六
七



六
六
八

〈
所
得
税
法
等
の
一
部
俊
改
正
す
る
等
の
法
律
の
…
部
改
誌
〉

第
百
五
十
七
条

所
持
続
法
等
の
ベ
模
法
改
正
す
る
等
の
法
律
〈
平
成
十
八
年
法
待
第
十
号
〉

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
一
止
す

る。
的
則
第
百
七
条
筋
十
一
一
一
環
後
段
そ
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
開
条
第
二
寝
中
次
の
衰
の
よ
棚
織
に
揚
げ
る
字
句
は
、
問
問
表
の
下
舗
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

は又又適「物適 適

はは 出格i併仁L1 格事
当適君格資
雪適久:it: -L.格一h 出 1併ロA ，ー、 後

設立
書併 割分 皇警 以E書由
型人と」割分
又分 いの
は害3 ぅ耳買又

遣格 に 。には
あ ) お 適棒

割分つ い
て て現

震産 にに
、

格適
現物の 該当 つあ

現物
確定 すて 出
るは 資

寵分の遥当 法

話 格 遷格該
人 /"晶、

すと 現物
又 以
法 下

る 分 {合芹
現配物分

v 
え-

。記 の
にの 項
あ E
つの

法人
お

て前 し五
iま B て

喜該当 とし
適格

現物 残余財E 
i併ロL 

等

分配 の と
に全 しミ

係部 つ
る の

。

残余 分配
) 

型
分

O 

O 



子

L 

期
ノーふ、d伽

十
八
条
の

問

錦

現

六 の 附 所得税法等十と尉
八さ第

条の れる 百

ニニ 法第同 十 の

|十四 重十 部
第十 そを
一二 改
項条-
の羽す

規定 のる

に 規定 契の撃

ょに法律
るよ

改 り ( 平成十正な
前お
のそ
租の八

5措5 を

置法 有する

第も

附
則
第
百
三
十
三
条
第
十
一
…
一
項
後
殺
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
次
の
表
の
上
壌
に
揚
げ
る
字
句
は
、
持
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

適
格
事
後
設
立

適
格
合
併
、
適
格
分
割
一
品
川
議
護
士
適
格
合
併
等

漉
格
現
物
分
担
〈
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
適
格
合
併
等
」
と
い
う
。
〉

物
出
資
(
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

は
、
当
該
遥
棒
合
併
又
は
適
格
分
割
前

二
現
物
出
資
法
人
又
は
現
物
分
配
法
人

に
あ
っ
て
は
議
該
蟻
格
合
併
の
日
の

設
と
し

残
余

設
の
全

の

聖じ

に
該
当
す
る
遥
務
理
物
分
配
に
あ
っ
て
は
当
該
適
格
現
物
分
配
に
係
る
残
余

六
六
九



ム
ハ
'
仰
い
ハ
〉

議 慰
問分

条!日
第|の
一|前

所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
(
平
成
十
八
年
法
律
第
十
号
)

附
則
第
百
七
条
第
十
三
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
勢
力
を
有
す
る
も
の
と

財
躍
の
磯
内
え
の
円
以
と
す
る
。

さ
れ
る
同
法
第
ト
ベ
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
誌
の
租
税
特
別
措
撞
法
第
開

七
条
第
一
現

間
制
約
第
一
の
ご
一
十
玩
条
第
六
悩
引
の
議
第
三
項
か
ら
筋
冗
明
ま
で
の
磯
山
町
「
か
ら
第
冗
頃
ま
で
い
を
「
及
び
第
四
項
」
に
攻

め
、
出
向
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
五
項

第
五
壊
第
問

第
五
十
六
条
の
ニ
第
一
項

連
結
子
法
人
の
解
議
は
あ
っ
て
は
そ
一
連
結
子
法
人
の
破
際
手
続
開
始
の
訣
控
に
よ
る
解
散
に
あ
っ

川
市
効
力
措
置
法
第
五
十
六
条
の
ニ
第
一
項

…
の
解
散
の
日

て
は
そ
の
破
産
手
続
開
始
の
決
症
の
日

〈
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
揮
の
一
部
改
正
)

第
百
三
十
八
条

所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
(
平
成
十
九
年
法
簿
第
六
号
〉
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

山
刑
期
第
九
十
一
一
一
条
第
卜
冗
項
後
段
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

O 

電

O 



〔

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
三
寝
中
次
の
表
の
上
機
に
掲
げ
る
字
句
誌
、
馬
表
の
下
犠
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

型 iま又
又は 適格「 物出 格適合併 i格率議分寄j 、 は

部 j議

の日 程酔該合 格分

千麦

設立
の割
前期

人 と 」 分割日文分 l い G
は割 ぅ芦又
適格 あに

」は
〉お i麗

寄分せ つて
い格
て現

財鑑 識立 あに
、

適格併合

i童
議物

格

のす当っ

分帯配確て 出
定る は

法資
等

の遺諮
人 f州、、

又
下以;ま

現
γ 

え明-

配物分法

の
の 項

あ 日
つ の お
て前 A しミ

は 日 て
当 ι).. 揃

該適格 し

現 残余財産

物担分 の
と

係に 部全
しミ

つ
る の

。

残余 分配
、町J

第
六
十
八
条
の
二
十
九
第
二
項

…
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
〈
平
成
十
九
年
法
律
第
六
号
〉

百
十
七
条
第
十
五
壊
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ

る
開
法
第
十
一
一
条

の
二
十
九
第
一
一
項

• 
六
七



六
七

協
術
開
第
九
十
一
一
一
条
第
十
八
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、

四
月
項
第
一
号
中

「
適
格
事
後
設
立
」

と
あ
る
の
は
、

「
適
格
現
物
分
担
」
と
す
る
。

院
選
第
九
十
三
条
第
二
十
一
項
後
設
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
間
内
条
第

項
中
次
の
表
の
よ
繍
に
掲
げ
，
る
字
句
は
、

開
表
の
下
側
織
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
の

適
格
率
後
設
立

護
権
合
併
役
、
適
格
分
割
又
は
遊
搭
環

適
格
現
物
分
配

適
格
合
併
等

〈
以
下
こ
の
現
に
お
い
て

「
惑
絡
合
併
等
い
と
い
う
。
)

物
出
資
(
(
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「
適
格
合
併
叶
等
い
と
い
う
。
)

マ
〈
は
積
物
出
資
法
人

h
i
m川
崎
川

uljは
綴
河
川
川
崎
山
川

又
は
適
格
分
割
摺
分
割
に
あ
っ
て
立
あ
っ
て
は
当
該
溜
格
合
併
の
臼
の
前

H
と
し
、
残
余
叫
財
産
の
全
部
の
分
配

は
、
当
該
遥
格
合
併
又
は
適
格
分
霊

に
該
当
す
る
適
格
現
物
分
霊
に
あ
っ
て
は
当
該
選
落
翠
物
分
配
に
係
る
残
余

型
分
裂
の
日
の
前
日

第
六
十
八
殺
の
一
一
一
十
四
第
一
一
一
項

鮮
産
の
確
定
の

E
と
す
る
。

所
持
税
法
等
の
一
協
を
改
正
す
る
法
律
〈
平
成
十
九
年
法
律
第
六
号
〉
附
則

O 

C 



礼二

省腸

〔

さ
れ
る
同
法
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
誌
の
種
税
特
別
措
置
法
第
六
十

第
百
十
七
条
第
二
十
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と

八
条
の
一
一
一
十
倍
第
三
寝

部
則
第
九
十
六
条
の
畿
第
六
十
一
条
の
一
一
一
筋
一
一
須
の
現
役
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

の 第
一 ー」

一 /¥ 

第 十

項 条

第 遥 第
六格 ，-

/、

十 事 十
八
後立設 条八〆在々、

の の
ー」 時/ふ¥桶/¥ 

十 十
四 問
第 第

凄 項

効力i記
適 i臼

格現 効力

措 物 措
置 分 f措責
法第 配

第
ム ームゅ

ノ¥ /、

十 十
八 八
条 条
の {の
日ムー /『4¥A 
/¥ 

十 十
題 問
第 第

項 項

附
期
滞
班
十
七
条
第
十
蕊
積
後
段
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
裁
の
上
欄
記
掲
げ
る
開
条
の
焼
建
中
阿
波
の
中
犠
に
揚
げ
る
学
勾
は
、
問
殺
の
下
織
に
機

げ
る
字
句
と
す
る
。

第
二
項

第

十
五
条
の
二
第
二
項

所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
(
平
成
十
九
年
法
律

そ
の
効
力
中
公
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
同
法
第
十
一
一
条
の
規
定

第
六
号
)
附
則
第
九
十
三
条
第
十
五
項
の
規
定
に
よ
り
な
お

/、

1コ



六
七
四

第

項

第 型 lま 文 文
適
物 適 適

四
分割

、

lま は 出 格 格事
十 当 適 現 格 資 i口L 

五 の 該 ヰ各 物
l口L 併 後

条 日 適 出 イ井
( 

三日》四ι 分 以
の の

格i口L 害リ
資 等 下 適 立

前 法 格
型

v 

第 日 併 人 と
cー

分割
文 分 しユ

の
割 項項 lま つ 文

適
。

は
格 あ

) お 適

分割
つ しユ 格
て て 現

|日 =面.~内 の
、

適 と 適 効
効 適 全あ 現 格 しユ 格 力 よ

措力
ヰ各 音E つ 物 i口L つ 現 措 る
現 の て 出 イ井

。
物 置 改

置 物 分 lま 資 等
) 

分 法 正
法 分 画日 当 f去 配 前
第 画日 該 人 ( と の
四 ヨlì~ 適 文 以 しユ 租
十 係 当

キi併各L 
は 下 つ 税

五 る す 現
v 。

特'-

条 残 る 物 の
) 

別措
の メ/白ー、、 適 の 分 項 第

財産
格 日

配法
四 置

第 現 の お 十 1去
の 物 前 人 しユ 五

次項
確定
分 日 て 条
配 と

適
の 項

の し
日 あ

、
格 第 お

と つ 残 i口L しユ
す て ィ万ヘ丈 イ井 項 て
る は 目オ 等 「。
当 産 |日

附
則
第
百
十
七
条
第
十
八
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

O 

O 



ぐ

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
問
問
項
第
)
号
中
「
遡
格
事
後
設
立
」
と
あ
る
の
培
、

「
埴
格
現
物
分
聞
い
と
す
る
。

附
則
筋
商
十
七
条
第

一
壊
後
段
そ
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
畿
の
上
欄
に
掲
げ
る
問
条
の
規
定
中
間
内
表
の
や
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、

縮
問
濃
の
下
機
に
縄

げ
る
字
句
と
す
る
。

第 第
間 一一現 項

勢出 争遺各
通事後

第
思

資 メ許口岳、 十
七

〆'‘、

設立
条以

適格下
第

v 
ι-

割分
項

の
項 又
』ま

お 適
しミ
格現て

適格君
効措力旧

定 お 第 所
そ

ム

得税法
/、

よ の 号
る 勢力

分 改 欝等
商己 蜜 正 を 員百 の
jま 前 有す 第 一〈

下以 の 九 官官
仏1】，岨

手且 る 十 をしミ も 一 改税
の つo 特 の 条 正
現 と 第 す

、-' iliJ さ る
Ji円i台~お 第 れ 十 法

V~ 間 情 る 一 律
て 十 法

法第同 項の叫む
次

平

格議A 条第 成十現 十 環定

九
t 現 お 条 よ 年

~ 主~ い の り
律法て 規 な

六
七
五


